
 

 

 

 

 

 

  

 

北信地域のりんご栽培ほ場で、「チュウゴクアミガサハゴロモ」が県内で初めて確認されま

した。本種は、果樹など幅広い植物に寄生し、果実や樹木を弱らせる恐れがあります。全国的

に生息域を拡大しており、県内の他地域にも短期間で広がる可能性があります。園地点検を実

施し、発見した場合は適切に防除してください。 

 

◆対象品目  りんご、なし、もも、ぶどう、ブルーベリー他多数の樹木  

◆確認の経過 

 〇令和７年 10 月中旬、北信地域のいちじくで寄生が確認され、農林水産省名古屋植物防疫

所の解析で、これまでに本県では未確認であったチュウゴクアミガサハゴロモ「Pochazia 

shantungensis」であることが判明。 

○その後、北信地域のりんご栽培ほ場でも成虫と産卵痕が確認された。 

    

 ◆形態及び被害の特徴 

 〇成虫の体長は 15mm前後、前翅長は 14mm程度。翅の幅が先  

の方へ行くほど広がり、体型が三角形状となっている。 

                                                                               

〇幼虫及び成虫が枝から樹液を吸汁する。発生が多いと排せ 

つ物によるすす病が発生する。 

〇雌成虫は寄主植物の枝に、樹皮を裂いて多数の卵を列状に 

産卵するため、細胞組織が損傷を受けて植物体が衰弱する。 
           
 

◆主な防除対策 

〇令和７年 10月現在、対象作物において本種を対象とした 

登録農薬はない。 

〇産卵された枝は次年度以降の発生源となるため切除してほ

場外に持ち出し、土中深くに埋めるなど適切に処分する。 

 

 

◆問合せ先  

・長野県農業試験場病害虫防除部 電話 026-248-6471（直通） 

・特殊報詳細 https://www.pref.nagano.lg.jp/bojo/  
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写真２ 産卵跡 

（問合せ先） 

担 当  長野県農業試験場 

病害虫防除部  近藤、内津 

電 話 026-248-6471（直通） 

F A X 026-248-6473 

E-mail bojo@pref.nagano.lg.jp 

（問合せ先） 

担 当  長野県農政部 

農業技術課環境農業係 上久保、森 

電 話 026-235-7222（直通） 

F A X 026-235-8392 

E-mail nogi-kankyo@pref.nagano.lg.jp 

写真１ 成虫 

https://www.pref.nagano.lg.jp/bojo/

